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籍
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
２
年

発
行
の
二
宮
尊
徳

全
集
な
ど
、
貴
重

な
書
物
も
展
示
し

て
い
ま
す
。

●
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　
尊
徳
に
関
わ
る
書
籍
が
２
０
０
冊
以
上

置
か
れ
て
い
ま
す
。
漫
画
や
絵
本
か
ら
専

門
書
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

尊
徳
研
究
は
現
在
、
海
外
に
も
が
広

が
っ
て
お
り
、
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
書

●
記
念
館
内
部

　
尊
徳
の
歩
ん
だ
人

生
、
報
徳
思
想
が
学

べ
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　
当
時
の
貴
重
な
資

料
が
見
学
で
き
る
ほ

か
、
企
画
展
な
ど
が

●
報
徳
役
所
書
庫

　

記
念
館
の
外
に
は
、
１
８
５
９
年（
安

政
６
年
）に
建
て
ら
れ
た
書
庫
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
報
徳
役
所
関
係
で
唯
一

現
存
す
る
建
物
で
、

当
時
１
万
冊
以
上
の

書
物
が
保
存
さ
れ
て

い
た
書
庫
は
、
現
在

は
と
れ
な
い
板
橋
石

が
使
わ
れ
て
い
ま
す

（
市
指
定
文
化
財
）。

記念館内部

旧轟村の資料

エントランスホール

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
尊
徳
の
息
子
・
弥
太
郎
の
目
線

　
平
成
29
年
４
月
に
二
宮
尊
徳
記
念
館
が
開
館
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
幕
末
期
の
日
光
神

領
仕
法
の
拠
点
で
あ
り
、
尊
徳
終
焉え
ん
の
地
と
な
っ
た
「
今
市
報
徳
役
所
」
の
跡
地
に
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
報
徳
の
教
え
を
学
び
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
平
成
29
年
11
月
11
日（
土
）に
全
国

の
二
宮
尊
徳
ゆ
か
り
の
自
治
体
関
係

者
や
市
民
が
集
ま
る
「
第
23
回
全
国

報
徳
サ
ミ
ッ
ト
日
光
市
大
会
」
を
、

今
市
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
日
光
市
で
の
開
催
は
８
年
ぶ
り
３

回
目
で
、
北
は
北
海
道
豊と
よ
こ
ろ
ち
ょ
う

頃
町
、
南

は
静
岡
県
掛
川
市
ま
で
、
13
市
町
か

ら
約
９
５
０
名
が
参
加
し
、「
報
徳

仕
法
に
学
ぶ
輝
く
未
来
の
ひ
と
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
報
徳
学
習
発
表
」
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
轟
小
学
校
の
４
年
生
が
、
地

元
と
尊
徳
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、

日
頃
か
ら
学
ん
で
い
る
成
果
を
劇
を

交
え
な
が
ら
発
表
し
ま
し
た
。ま
た
、

「
日
光
尊
徳
き
ら
り
」
が
作
製
し
た

全
国
に
広
が
る
尊
徳
の
輪

尊
徳
を
知
ろ
う
〜
二
宮
尊
徳
記
念
館
〜

▲
開会に先立ち披露された、川俣地区の
民俗芸能「川俣の三

さ ん ば そ う え び す だ い こ く ま い
番叟恵比須大黒舞」

▲轟小学校４年生の発表

▲「日光尊徳きらり」の発表

で
作
ら
れ
た
シ
ョ
ー

ト
ム
ー
ビ
ー
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
映
像

を
通
し
て
、
尊
徳
の

生
涯
や
当
時
の
様
子

を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

全国報徳サミット日光市大会

N
inom

iya S
ontoku M

em
orial M

useum

開
館
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
６
時（
入
館
は
５
時
15
分
ま
で
）

休 

館 

日
：
月
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
も
休
館
）

入 

館 

料
：
無
料

　
　
　
　

  

〒
３
２
１
︲
１
２
６
１　
日
光
市
今
市
３
０
４
︲
１　
☎（
25
）７
３
３
３

金
次
郎
す
ご
ろ
く

に
つ
い
て
の
発
表

も
あ
り
ま
し
た
。

両
団
体
の
発
表
に

は
参
加
者
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

報徳役所書庫

報徳の教え⑦「共
きょうどういっち

同一致」…万物は全て他との連携協力なしに生きられない。推譲の心を持ち、互いに協力し合
　　　うことが大切である。
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お
わ
り
に
　
二
宮
尊
徳
記
念
館
長
よ
り
ひ
と
こ
と

　

市
内
の
小
学
校
4
年
生

は
、
社
会
科
授
業
の
中
で
、

「
郷
土
の
発
展
に
尽
く
し
た

人
た
ち
」
と
し
て
、
二
宮
尊

徳（
金
次
郎
）の
学
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
で

も
尊
徳
と
言
え
ば
、
薪
を
背

負
い
本
を
読
む
、
勤
勉
な
少

年
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
方

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、平
成
29
年
4
月
、

多
く
の
方
に
尊
徳
の
実
像
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、「
二
宮
尊
徳
記
念
館
」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
当

館
は
、「
歴
史
民
俗
資
料
館
」

と
「
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
の
併
設
と
な
っ
て

お
り
、
尊
徳
の
事
績
や
報
徳

の
教
え
を
学
習
す
る
場
と
し

て
、
ま
た
、
報
徳
の
教
え
を

実
践
す
る
ま
ち
づ
く
り
や
、

日
光
市
の
魅
力
発
信
の
た
め

の
拠
点
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
11
月
に
は
、
報
徳

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
一
環

と
し
て
、「
全
国
報
徳
サ
ミ
ッ

ト
日
光
市
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
大
会
宣
言
の

中
で
、
サ
ミ
ッ
ト
参
加
市
町

は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
報

徳
の
教
え
を
学
び
、
地
域
の

特
性
や
長
所
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
多
く
の
方
に
尊
徳

に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ

き
、
教
え
を
生
か
し
、
語
り

伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

文化財課長
歴史民俗資料館・二宮尊徳記念館長

斎
さいとう

藤　信
のぶよし

義　氏

鬼怒川小学校 下原小学校

今市小学校 今市第二小学校 今市第三小学校

所野小学校

小百小学校

小来川小中学校

小林小学校

小林中学校

清滝小学校

大桑小学校 大室小学校大沢小学校

大沢中学校

中宮祠小中学校

猪倉小学校

南原小学校

日光小学校 野口小学校

明神保育園

落合中学校

落合東小学校 落合西小学校

日光市内
金次郎像あれこれ
小中学校を中心に金次郎像を集めました

こ
の
特
集
に
つ
い
て　
く
わ
し
く
は

秘
書
広
報
課　
広
報
広
聴
係　
☎（
21
）５
１
３
５

※ 18・19 ページに「番外編・二宮尊徳まちあるきマップ」を掲載しています。こちらもあわせてご覧ください

報徳の教え⑧「積
せきしょういだい

小為大」…大きな目標を達成するには、小さなことを疎
おろそ

かにせず、丹念に積み重ねていくこと
　　　が大切である。
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